
○ 目的
都市機構の賃貸住宅建替事業が実施されている桜堤団地の２ＢＬの土地譲渡に際して、民間事業

者により新たに建設される街区が、サンヴァリエ桜堤をはじめ先行する事業街区と連携・調和し、

地区全体のまちづくりと整合性のとれたものとするために、地区全体が目指すまちづくりの方針、

及び景観形成の諸条件の検討を目的とする。

○ 内容
まちづくり及び景観形成の考え方、及びルールを公募事業者に分かりやすく伝えるための景観ガ

イドラインを、「景観形成の考え方（コンセプトブック）」と、具体的遵守・協議・要望事項につい

てまとめた「条件資料」の２本立てで整理した。

① 景観形成の考え方（コンセプトブック）
・ 地域の特性、先行するUR賃貸住宅において力を注いだ点など「まちの魅力」「これからも大事に

したいまちイメージ」をアピールした上で、地区の構造と景観要素、まちづくりコンセプトとサ

ブテーマ、及び景観形成にかかる重要事項を「桜堤の景観形成 10 ポイント」としてまとめた。

・「景観形成 10 ポイント」は、遵守すべき空間づくりの基本的考え方とともに、その解説、UR賃

貸地区での取り組みを併記し、その意図や効果、具体例などが伝わるように努めた。

業務報告の概要：桜堤地区の景観形成に係る検討業務

桜堤のまちの魅力と
受け継いでいきたいもの

・まちづくりを継承
・甦った仙川
・武蔵野らしいライフスタイル　・・・

地区のあらまし

・位置と特性
・周辺の概況
・地区の構造と景観
　構成要素

まちづくりコンセプト

「とけ込むまち」
・緑の継承
・地域との融和
・環境への配慮
・いきいきとした生活空間づくり

景観形成にかかる「10のポイント」

②条件資料（各街区ごと）

・ 遵守事項・要望事項といった公募条件をビジュアルに解説する参考資料として作成。通り・広場

など主要なゾーン別に景観形成方針とビジュアルな空間イメージ、留意点を記載。

・ 桜堤地区を象徴する「仙川」沿いの景観形成に重点的に取り組むことにより、まちの特徴を活か

した「桜堤らしい」景観誘導を目指した点にも特徴がある。

１. 昔からの武蔵野の自然を再現
２. 仙川沿いはまちの骨格に
３. 桜をテーマツリーとする
４. 広場・ノードはオープンに
５. 沿道に「生活の場」領域

６. 接地階に「とけ込む」領域を
７. かいま見えるしつらえ
８. 周辺に馴染む建物ボリューム
９. 沿道に駐車場を設けない
10. 環境に配慮する

□ 「景観形成の考え方」構成と内容

【景観形成方針】
河川・緑地・建物・歩道が
一体となった、地区を代表
する景観をつくる

□ ゾーン別の方針（仙川沿いの例）
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